
  

 

 

 

前号でお知らせした鼓笛の今後の在り方について、その後、保護者と子どもたちと話合いました。 

 

 →今までのやり方と変えて、できる形に変えていく。 

→伝統を大切にしたい。地域と関わったりつながったりできるようにしたい。 

→安全性が保てる範囲で、そろいの衣装で演奏できることを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五十沢小学校だより 

№１２ 令和８年３月２３日 
【子どもの笑顔】を支える【保護者、

地域の笑顔】と【教職員の笑顔】 

鼓笛を令和8年度で最後とすることについて 4・5年生の意見 

鼓笛を令和8年度で最後とすることについて 保護者の意見 

子どもと保護者の意見から 学校として決めたこと 

・少人数でもやってほしい。4～6 年の編成にする。楽器も減らす。これから少なくなるけれど、まだできると思う。 

・今の 1 年生までは 2 学年でやって、新 1 年生から 3 学年でやる。 

・先生がいなくてもみんなでできるようにしていけばよい。   ・やりたい人がやる方法にすればいい 

・鍵盤ハーモニカとリコーダー以外の楽器も経験したい。   ・終わりになることを受け入れることも仕方ない。 

・伝統をつなげたい。20 年以上続いているから続けたい。  ・鼓笛も地域と関わることだから、続けたい。 

・歌舞伎や学年での関わりだけでなく、みんなと地域の人が関わる何かができるといい。  ・もったいない。 

・衣装は最後に着たい。    ・衣装を捨てるのがもったいない。  

・重ね着する。（女子のスカートの下にタイツなどをはく）   ・女子の衣装をパンススタイルにする。 

・どう防いでも盗撮等、危険なことが起きてしまうかもしれない。 

・そろいの衣装を着て鼓笛をしている子どもの姿を見たい。 さみしい。 

・全員で行うことが難しくても、クラブ活動などで、やりたい子どもたちが集まってやるのはどうか。 

・鼓笛をやるのは子どもたちなので、子どもたちの考えを聞いてほしい。 

・突然の話で戸惑った。受け入れられない気持ちがあり、もやもやしている。 

・指導者はボランティアを募ってはどうか。 

・次の年に今の楽器とは違う楽器に挑戦するつもりで、オ-ディションからおりた経緯がある。その気持ちに

対して、何かできないか。  

１） 音楽クラブとして、金管や小太鼓、ベルリラ、そのほかの楽器を使って合奏の経験をする。
発表や衣装着用などは、クラブ内で相談して考える。 

２） 五十沢小学校の児童は、全員が鍵盤ハーモニカやリコーダーで「校歌」を演奏できる、と
いうことを新しい伝統にしていく。 

３） 地域とのつながりを生活科や総合、そのほかコミュニティ・スクール等でどんどん進める。 
４） 令和８年度の発表は、工夫し、何かしらそろえた服装で行えるようにする。 

「新しい伝統の始まりにしよう」 



最後の年として 

① 「運動会」での発表（5,6年生） 

② 11月 2８日（土）に「鼓笛グランドフィナーレ発表会」（5,6年生） 

（保護者・地域の方々・関係した方々、みなさんにお越しいただく） 

③ 3月に、5年生だけの鼓笛隊発表会を行う。 

  （楽器担当の入れ替えをし、6年生が鍵盤ハーモニカやリコーダーを担当する） 

鼓笛を令和8年度で終わりとする。 

これらのことを今後の方針として、令和８年度の活動を以下のように決めました。 

 

 

 

 

 

 

   
 

 是非、11 月 28 日（土）には、これまでの五十沢小学校、西五十沢小学校、それ以外の鼓笛を

行っていた統合した学校の思い出に浸り、地域の方みなさんで最後の発表を見にいらしてください。 

現 3 年生以下の音楽授業の成果発表は、学年毎に工夫し行えるよう、引き継いでいきます。 

このことを伝えると、ほとんどの子どもたちが賛成してくれました。そして私は「これは、地域ともっと

つながり、校歌を大切にし、やりたいことに挑戦できるという『新しい伝統をつくる』ことになる。その

スタートをみんなでつくろう」と話しました。子どもたちはその言葉に明るい表情で頷いてくれました。 

伝統を未来へとつなぐために形を変える。それを「五十沢小学校の成長」ととらえて、前を向いて、

これからも地域と共に歩んでまいります。 

「成長＝変化」の一つとして、校時表を見直しました。

スクールバス到着から１限までの時間を短くし、授業に

すぐに入ることで、午後に「学習タイム（仮称）」を入れる

予定です。ここで、家庭学習の足がかりとなる学習を

し、「家庭学習時間や内容の充実」という、当校の課題

解決の一つの方策とします。（保護者向けの詳細は、４

月にお示しします。） 

今年度の全教育活動が、修了しました。 

これまでの五十沢小学校の素晴らしい取組が、今年

度も皆様のお力添えをいただき、子どもたちにとって価

値あるものとして、行うことができました。今年度、大き

かったのは、「第 74 回全国へき複教育研究会新潟大

会」の公開授業、会場校となったことでした。学ぶ子ど

もの姿、よりよい授業を目指して、職員一丸となったこと

は、その後の教職員の力量、子どもたちの学ぶ姿勢や

学力に必ず良い結果に結びつくものと確信しています。 

また、学校運営協議会をとおして、これからの五十沢 

地区について、考え、歩みを始めることができました。令和 8 年度、また、地域とともに、「保護者・

地域・教職員の笑顔がかがやく『トライアングルスマイル』」に向けて、成長していきたいと思います。 

ぜひ、一緒にやりませんか。お声をお待ちしています。 

令和８年度の五十沢小学校も、どうぞよろしくお願いいたします。 

令和７年度の五十沢小学校 ありがとうございました。 

※ 「ふるさとカレンダー」を全戸配付いたします。ぜひ、ご活用ください。 

※ ４月１２日（日）は PTA 資源回収です。ご協力いただけますよう、お願い申し上げます。 

 

校時表の変更に伴い、スクール

バスの時刻も変更されています 


